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金沢市の A 病院女性職員 278 人，神戸市の B
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「いいえ」の場合を「非自覚群」の 2 群とした． 
(2)地域は，日本海側の「金沢市」と瀬戸内側の「神
戸市」の 2 群とした．この 2 つの地域の 2000




2004 年の過去 5 年分の湿度を比較してみると，
年間の平均相対湿度はいずれも金沢市の方が 5
－9%，平均 6.8%高く，月別の平均相対湿度も
2004 年 8 月以外はすべて金沢市の方が高かっ
た．(気象庁ホームページ参照)． 
(3)年齢は，「20－29 歳」，「30－49 歳」，「50



























の計算式から得た．BMI 値が 18.5 未満を「痩
せ（低体重）」，18.5 以上 25 未満を「正常（普







































冷えの自覚：非自覚群 (0)，自覚群 (1)． 
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.4, 2007 
 
 
- 57 - 
説明変数 
地域：金沢市 (0)，神戸市 (1)． 
年齢 30－49 歳：20－29 歳 (0)，30－49 歳 (1)，
50－60 歳 (0)． 
年齢 50－60 歳：20－29 歳 (0)，30－49 歳 (0)，
50－60 歳 (1)． 
喫煙習慣：吸わない (0)，吸う (1)． 
仕事形態：立ち仕事 (0)，座り仕事 (1)． 
ダイエット経験：ない (0)，ある (1)． 
食事形態：規則的 (0)，不規則 (1)． 
BMI 正常：痩せ (0)，正常 (1)，肥満 (0) ． 
BMI 肥満：痩せ (0)，正常 (0)，肥満 (1) ． 




















 年齢  人数  (%)*   金沢市   神戸市   χ2検定 
        人数 (%)*   人数 (%)*   P値  
 20-29歳 219 ( 46.6 )  142 ( 51.1 )  77 ( 40.1 )  0.025  
 30-49歳 184 ( 39.1 )  95 ( 34.2 )  89 ( 46.4 )    
 50-60歳 67 ( 14.3 )  41 ( 14.7 )  26 ( 13.5 )    
 総数  470 ( 100.0 )  278 ( 100.0 )  192 ( 100.0 )    
 *, 総数における%               
 























人数 (%)* 人数 (%)* P値 調査項目 P値 オッズ比 95%信頼区間
冷えの自覚 470 171 ( 36.4 ) 299 ( 63.6 )
地域 χ2検定
金沢市 278 105 ( 37.8 ) 173 ( 62.2 )
神戸市 192 66 ( 34.4 ) 126 ( 65.6 ) 地域 0.086 1.57 0.94-2.61
年齢
20-29歳 219 58 ( 26.5 ) 161 ( 73.5 ) 0.000
30-49歳 184 74 ( 40.2 ) 110 ( 59.8 ) Cochran-Armitage検定 年齢30-49歳 0.002 0.41 0.24-0.72
50-60歳 67 39 ( 58.2 ) 28 ( 41.8 ) <0.001 年齢50-60歳 0.000 0.26 0.13-0.52
喫煙習慣
吸わない 395 143 ( 36.2 ) 252 ( 63.8 )
吸う 75 28 ( 37.3 ) 47 ( 62.7 ) 喫煙習慣 0.881 0.95 0.49-1.86
仕事形態
立ち仕事 411 147 ( 35.8 ) 264 ( 64.2 )
座り仕事 48 19 ( 39.6 ) 29 ( 60.4 ) 仕事形態 0.702 1.16 0.55-2.44
未回答 11 5 6
ダイエット経験
ない 235 90 ( 38.3 ) 145 ( 61.7 )
ある 228 81 ( 35.5 ) 147 ( 64.5 ) ダイエット経験 0.938 1.02 0.62-1.68
未回答 7 0 7
食事形態
規則的 359 137 ( 38.2 ) 222 ( 61.8 )
不規則 102 33 ( 32.4 ) 69 ( 67.6 ) 食事形態 0.549 1.22 0.64-2.32
未回答 9 1 8
BMI群
痩せ 77 18 ( 23.4 ) 59 ( 76.6 ) 0.008
正常 242 91 ( 37.6 ) 151 ( 62.4 ) Cochran-Armitage検定 BMI正常 0.106 0.59 0.31-1.12
肥満 19 11 ( 57.9 ) 8 ( 42.1 ) <0.01 BMI肥満 0.041 0.31 0.10-0.95
未回答 132 51 81
BMI値 338 120 ( 35.5 ) 218 ( 64.5 ) t検定
mean±SD 0.008
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 身体部位 人数  (%)*   
 足 242 ( 80.9 )  
 手 154 ( 51.5 )  
 下肢 100 ( 33.4 )  
 腰 25 ( 8.4 )  
 腹 25 ( 8.4 )  
 背中 19 ( 6.4 )  
 首 17 ( 5.7 )  
 上肢 15 ( 5.0 )  
 肩 10 ( 3.3 )  
 臀 8 ( 2.7 )  
 顔面 7 ( 2.3 )  
 全身 5 ( 1.7 )  
 胸 1 ( 0.3 )  
 頭 1 ( 0.3 )  
 未回答 1 ( 0.3 )  








 苦痛程度 人数 (%)*   
 苦になる 145 ( 48.5 )  
 苦にならない 118 ( 39.5 )  
 時々苦になる 12 ( 4.0 )  
 治療したい 7 ( 2.3 )  
 未回答 17 ( 5.7 )  









 随伴症状 人数 (%)*   
 有り 216 ( 72.2 )  
  肩こり 164 ( 54.8 )  
  頭痛 88 ( 29.4 )  
  むくみ 63 ( 21.1 )  
  不眠 36 ( 12.0 )  
  めまい 25 ( 8.4 )  
  のぼせ 18 ( 6.0 )  
  しびれ感 17 ( 5.7 )  
  耳鳴り 10 ( 3.3 )  
  趾の無感覚と蒼白 1 ( 0.3 )  
  膝関節痛 1 ( 0.3 )  
 無し 83 ( 27.8 )  












 季節 人数 (%)*   
 冬 236 ( 78.9 )  
 秋 83 ( 27.8 )  
 春 27 ( 9.0 )  
 夏 21 ( 7.0 )  
 未回答 1 ( 0.3 )  














 時間帯 人数 (%)*   
 就寝前 193 ( 64.5 )  
 朝 73 ( 24.4 )  
 夕 58 ( 19.4 )  
 昼 6 ( 2.0 )  
 寒い時 1 ( 0.3 )  
 時々 1 ( 0.3 )  
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表８ 冷え自覚群における冷えへの対策（複数回答）
(n=299) 
 対策  人数  (%)*   
 有り  212 ( 70.9 )  
  着衣の工夫 144 ( 48.2 )  
  ・ 靴下等 108 ( 36.1 )  
  ・ 重ね着 21 ( 7.0 )  
  ・ 下着の工夫 14 ( 4.7 )  
  ・ 詳細不明 12 ( 4.0 )  
  ・ 手袋等 5 ( 1.7 )  
  ・ 腹巻 3 ( 1.0 )  
  ・ サポーター 2 ( 0.7 )  
  ・ 薄着 1 ( 0.3 )  
  入浴  69 ( 23.1 )  
  ・ 全身浴 52 ( 17.4 )  
  ・ 足浴 16 ( 5.4 )  
  ・ 半身浴 3 ( 1.0 )  
  ・ 手浴 2 ( 0.7 )  
  ・ 入浴剤使用 1 ( 0.3 )  
  保温器具使用 46 ( 15.4 )  
  ・ カイロ 21 ( 7.0 )  
  ・ あんか 7 ( 2.3 )  
  ・ 電気毛布 6 ( 2.0 )  
  ・ 湯たんぽ 5 ( 1.7 )  
  ・ 暖房器具 3 ( 1.0 )  
  ・ ホットカーペット 3 ( 1.0 )  
  ・ 布団乾燥機 2 ( 0.7 )  
  ・ 詳細不明 2 ( 0.7 )  
  ・ こたつ 1 ( 0.3 )  
  保温(詳細不明） 24 ( 8.0 )  
  マッサージ 16 ( 5.4 )  
  掛物類 13 ( 4.3 )  
  ・ 毛布 5 ( 1.7 )  
  ・ 掛物 4 ( 1.3 )  
  ・ 布団 4 ( 1.3 )  
  ・ 寝具の工夫 1 ( 0.3 )  
  飲食物 12 ( 4.0 )  
  ・ 飲料水 7 ( 2.3 )  
  ・ 食品（サプリメントを含む）  6 ( 2.0 )  
  空調調節 7 ( 2.3 )  
  運動  7 ( 2.3 )  
  汗を拭く 1 ( 0.3 )  
  禁煙  1 ( 0.3 )  
  お灸  1 ( 0.3 )  
 無し  32 ( 10.7 )  
 未回答  55 ( 18.4 )  
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加し，153 人（男性 64 人，89 人）に調査を行い，
危険率 0.01%以下の症候を A 項目（6 項目），危
険率 1%以下の症候を参考項目（7 項目）からなる
「冷え症」の診断基準を作成し，A 項目 2 項目以
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られた．30 代から 60 代の健常女性を対象とした
これまでの報告では，50－70%前後が冷えを自覚
しているが 7,31,32)，これに比し今回の報告では，






度に冷えが認められ，20 歳から 34 歳まで急に低
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和らは，冷え症者は 1 日 3 食の食事のいずれかを
欠く欠食者がやや多い傾向にある 16)，土屋らは食
の不規則性，乏しい食の内容，食の偏りが冷えと
関連している 19)，高尾らは外食や店屋物を 1 日に
2 食以上，1 回の食事を菓子パンなどですますと
いう項目が冷えと関連している 14)と報告してい
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Subjective chills and their related factors in adult women 
 
Miwa IMAI, Kazutomo AKASOFU, Hidenobu FUKUNISHI 
 
Abstract 
 The objective of this study was to investigate subjective chills and their related factors in adult 
women, in order to obtain basic data for establishing preventive measures for chills. A 
self-administered questionnaire survey was administered to 470 women (age, 20-60 years) working 
at hospitals in the cities of Kobe and Kanazawa. Analysis of the results showed that 63.6% of 
women experienced subjective chills. Chills most commonly occurred at the peripheral parts of the 
body, such as the hands, feet and lower extremities, and most often occurred during periods of low 
outside temperatures in winter and at bedtime. 54.8% of the women suffering from chills reported 
distress from chills, and complications such as stiff shoulders, headaches and swelling were also 
common. Subjective chills were related to age and BMI (Body Mass Index), and were more common 
among younger women in their 20s and among underweight women with low BMI. In addition, it 
was suggested that women in Kobe City had a higher risk of subjective chills than those in 
Kanazawa City. Conversely, no relationships were observed for smoking habit, type of work, diet 
experience or eating habits. These findings suggest that to prevent subjective chills, it is important 
for women to deepen their understanding of chills from adolescence (10-19 years), accept chills as an 
immediate problem, improve everyday lifestyles, and recognize the underlying risk of subjective 
chills in underweight women across all age groups. 
 
Keywords chills, women, awareness, age groups, Body Mass Index
 
